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最近、日野原重明・瀬島龍三両
氏の対談「91歳の人生論」という
本を読み、お二人の語る「“本分”
を極める生き方」を改めて吉田秀
雄に重ねてみた。混乱と飛躍の時
代に、数十年後の広告界のあるべ
き姿を予見し、命を賭してその実
現に邁進した吉田秀雄こそ“本分”
を極めた人ではなかったのか。氏
が後の世に託した広告界のビジョ
ン、メッセージを受け継いだ現代
の広告人達は、自らの“本分”をど
のように捉えればよいのだろうか。

（賢一）

10月の下旬に平成16年度に招聘
をする客員研究員（台湾）の面接を
台北で行いました。台湾は、ご存
知のように吉田秀雄にとっては、
特別の地で、その思い入れも深い
ものがあったように聞いています。
吉田秀雄が訪台した当時と今で
は、経済的にも格段の差が有ろう
かと思いますが、親日感情は、当
時と変わりないように思われます。
ところで今年も研究助成の募集
が始まります。今回訪ねた台北で
は、新型肺炎SARSの影響は、表
面的には、感じませんでしたが
「SARSと広告」というようなテー
マも今後興味ある研究だと改めて
感じました。 （健一）

原稿締切りも何のその、強硬手
段で京都に行ってきました。いつ
もの出勤時間よりも早く宿を出て、
お寺や博物館を回り、行きたいお
店に行って……と、本当に充実し
た旅行となりました。そういえば、
吉田秀雄社長は京都で受けた灸治
療がよく効いたので、部下達に、
京都の灸をやるように命令したと
いうエピソードが本にありました。
灸を据えられるのは普段の職場で
十分ですが、京都行きはいつでも
命令されたいと、勝手なことを考
えながら、次の京都行きを計画し
ている今日この頃です。（norinori）

今年度より新たに設けられた
「助成研究論文 吉田秀雄賞」の贈
賞式が行われました。今まで、提
出された研究成果は評価されるこ
とがほとんどありませんでした。
このように目に見える形での研究
論文への褒賞が、今後、論文の質
を高めるうえで役立てば幸いです。

（2代目かつお）

編集後記
客員研究員の成果紹介
吉田秀雄生誕100年記念事業としてスタートした「客員研究員制度」も

2年目の後半に入りました。これまで中国、台湾の各地域から11名の客員

研究員を招聘しています。帰国された研究員は、各大学へ戻り研究成果

を発表したり出版したりと、その成果を生かしつつあります。

平成15年度の前期客員研究員（前号で紹介）の内蒙古師範大学の阿　娜

先生、北京商工大学の　翔先生は、所期の目的を達成し8月に帰国されま

した。研究はもとより生活面においても富士登山に挑戦したり、日本文

化にも深く触れ期待以上の成果をあげられました。

なお、両氏の研究成果は、レポート（中国語）として広告図書館で公開

されています。

「日中新聞広告表現の比較研究」（阿　娜）

「CRM理論の発展と応用研究」（ 翔）

平成15年度（後期）客員研究員
平成15年度の後期客員研究員は、台湾から

8月に招聘した国立中央大学 林明杰教授と

国立中興大学 凌碧鴻助教授と中国から9月

に招聘した北京商工大学 羅子明助教授、深

○大学 薛可助教授の計4名で現在それぞれ

下記のテーマで研究中です。

「日本広告業の実情と事業経営戦略の分析」

台湾国立中央大学　林明杰

「日本におけるブランド管理と広告コミュニケーション」

台湾国立中興大学　凌碧鴻

「消費者の情報取得と国際ブランドイメージの樹立」

北京商工大学　羅子明

「日本の自動車業における強いブランドの浸透と拡張の研究」

深　大学　薛可

平成16年度・客員研究員の面接選考
来年度招聘する客員研究員の選考を中国、台湾でそれぞれ実施しまし

た。中国では、毎回応募者の推薦を行っている中国広告協会の要請で今

回は、中国広告祭が開かれている南京市で面接試験を行いました。面接

会場の南京財経大学には、中国各地から10名の先生方が集まり、広告協

会と合同で面接･ヒヤリングをした結果3名の内定者を決定しました。台

湾では、中華民国国際行銷伝播経理人協会の推薦を受けた3名の先生方

に対し協会の頼東明理事と黄振家事務局長とともに面接･ヒヤリングを

行い1名を内定しました。詳細は、次号でご紹介いたします。

アジア･プログラム

左は中国、右は台湾での面接･ヒヤリング風景

上左から羅、林。下左から薛、凌の各先生方
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「平和の群像」の前に立つ 
吉田秀雄（左）と菊地一雄 

1951（昭和26）年吉田秀雄は､電
通創立50周年を記念して、日本
における広告功労者の顕彰事業
を企画した。｢広告は平和産業｣
との確信をもっていた吉田秀雄
は、彫刻家菊地一雄制作による
ブロンズ像｢平和の群像｣を東京
都千代田区三宅坂に建造、東京
都に寄贈した。戦後の爪跡の残
るこの時代に、3人の裸婦像は､
まさに平和の到来を象徴するも
のであった。 
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